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地域包括ケアシステムは、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるように、医療・介護などの
専門職から地域の住民一人ひとりまで様々な人たちが力を合わせて、地域が一体となり支え合う仕組みです。

あなたは、何を大切に、どこでどんな暮らしをしたいですか？
　福島市在宅医療・介護連携支援センター「在タッチ」では、市民の皆様一人ひとりが「これからの生き方」につい
て考え、最期まで自分らしく暮らすことができるよう、そのお手伝いとして3つのテーマをご用意し、ミニ出前講座を
実施しております。

講座を受け
た方の声

講義を聞い
て感じたこ

と※令和6年4～9月に受講した14団体
　237名の方のアンケート結果より

「 夫婦で聞きたかった」
「 今後の人生を
 振り返って考える機会が
 出来たと思う」

「 在宅医療についての
 大切さを学びましたし、
 家族とじっくりと
 話し合いたい」

「 もしバナゲームを
 やってみて、人生ノートの
 『もしもの時』のところから
 書いてみようと思った」

「 人生ノートに
 ついて地域に広め
 たいと思う」

その他 3％

二度と聞きたくない 0％縁起でもない。
聞きたくない 1％

気乗りしないで
参加したが、
聞いて役立てたい・
取り組みたい 15％

今後役立てる・
取り組みたい 76％

未記入 5％

受講者の82％が女性、18％が男性でした

福 島 市 在 宅 医 療・
介護連携支援センター「在タッチ」〒960-8002 福島市森合町10-1 福島市保健福祉センター3階

☎ �����������������������������

テーマ 講座でお伝えすること

1 わたしの人生ノート書き方講座

2 わかりやすい在宅医療のお話

3 もしバナゲーム体験講座

福島市が作成したエンディングノートの紹介と、書いてみようか
なと思えるような記入のコツのお話

知っておくことで「どう生きたいか」を考えるときに選択肢が広
がり、実際の時に役に立つお話

簡単なゲームをとおして、大切なことは何かに気がつく体験を
し、楽しく「もしものとき」の話をしてみます

令和6年度市民公開講座のお知らせ
【日時】 令和7年3月13日（木）14時～
【会場】 福島テルサ　FTホール

「最期まで自分らしく生きる」
～自分の意思を示すこと、延命治療のこと～

※詳しくは、市政だより2月号をご覧ください。

   ・5人以上のグループ
  ・会場を準備してください
 ・祝日を除く月～金曜日の10～15時の間
・所要時間は60~70分

出前講座について 無料

☆在タッチでは医療や介護に携わる専門職の方に在宅医療、
介護に関する情報提供・相談・調整を行っています。また、
市民のみなさまには講座や講演会を行っています

テーマ
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スタート応援講座

【開始条件】

「いきいきももりん体操」とは、イスを使って行う福島市版介護予防体操です。
　いきいきももりん体操は元気な体づくりだけではなく、地域の中の身近な通い
の場づくり、住民同士の交流や社会参加（仲間づくり）につながっています。住
民同士の交流が生まれることで、地域の中で日ごろからのさりげない声かけや見
守りが生まれ、元気で長生き、そして安心し
て暮らせる地域の実現につながります。

　令和6年11月現在、188団体、約3200
名の方が、自宅やガレージ、集会所等の通
いの場で活動しています。

①3名以上
②週1回程度集まり、体操を3か月以上
継続して行う
③会場の確保や会の運営など
はグループが自主的に行う
④人数分のイスやDVDを
視聴できる機材（DVD
プレーヤーやテレビ）が
準備できる

立ち上げに向けた相談から、立ち上げ後1か
月間は包括職員、市長寿福祉課職員による体
操の指導、体力測定を行います。

　天神町で昨年10月から活動を始めた「天神ももりん体操7」代
表の安齋建治さんにお話を伺いました。
　天神町会では、子育てサロン「うめむすび」※や育成会の活動が
盛んなほか、地域のお祭りにも多くの住民が参加します。そのよう
に多世代で地域活動が盛んな中、「高齢になっても地域の行事に
参加し続けることができるよう、皆で健康づくりに努めたい」とい
う思いから、今回の立ち上げに至りました。参加される皆さんの笑
顔から、安齋会長の『誰もが「ここに住んでいて良かった」と思える
地域にしていきたい』という思いが形になっていると感じます。

※子育てサロン「うめむすび」は7ページに掲載しておりますので、
ぜひご覧ください!

活 動 紹 介

元気な体
づくり

通いの場
づくり

仲間
づくり

いきいきももりん体操をはじめてみませんか？

いきいきももりん体操の活動を支援します！
お住まいの地区にある地域包括支援センターが、いきいきももりん体操団体の活動を幅広く支援しています。

出前講座を実施しています

テーマ
栄養

お口の健康
飲み込み

認知症予防

笑いヨガ
お薬と健康

　　痛みの予防と運動

内　　容
低栄養を予防するポイント
歯と歯ぐきの健康
お口や喉の動きと誤嚥予防

認知症についてと
コグニサイズ

“笑い”とこころの健康
お薬の正しい飲み方
痛みや転倒の予防ほか

　スタート応援講座（6か月）が終了したいきいきももりん体
操団体や地域の団体の皆様へ、専門の講師が無料で出前講
座を行います。(各団体年1回）

▲いきいきももりん体操を実施している様子

詳細はお近くの地域包括支援センターまたは長寿福祉課までお問い合わせください。

集会所に限らず、個人宅など
様々な場所で活動できます！
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地域での取り組みを紹介します!

地域において把握した

「認知症の人・　　　
家族の希望や悩み」
「身近な困りごと」

認知症サポーターを
中心とした支援者

※参考：認知症介護研究・研修東京センター

　福島市では、認知症施策として「福島市認知症施策推進計画－福島市オレンジプラン2024－」を策定
し、市民の皆さんが認知症のことを正しく理解し、認知症の方も地域で安心して暮らし続けることがで
きるよう、様々な取り組みを行っています。今回は、その一部をご紹介します。

　今後も高齢者の人口は増加し、2025年には高齢者の約5人に1人が認知症になる可能性があるといわれてお
り、今や認知症は誰もがなる身近な存在です。
　認知症の方もそうでない方も、地域とつながり安心して希望ある生活を送ることができるよう、地域での支え
合いが大切となっています。その中で、認知症になっても住み慣れた地域で暮らしていくための取り組みとして
「チームオレンジ」が全国的に始まっています。

　認知症の人の希望や思いを大切に、認知症サポーター等地
域の皆さんが、地域のパートナーとして見守ったり、手助けした
りする等の活動をしていく取り組みです。

チームオレンジとは

古い認知症観から

▲福島市立水保小学校

▲（株）ファミリーマート

▲おれんじカフェ六華

チームオレンジ
 ～認知症の人も周囲の人も、安心して自分らしく暮らし　続けることができるまちを目指して～

市内オレンジ
（認知症）

カフェ一覧は
こちら▶

福島市でも地域でお互いを見守り、ちょっとした手助けや相談が身近にできる、
そんな何気ない温かな支え合いを推進していきます。

認知症への偏見をなくし、認知症の方も地域で自分らしく暮らせるように認知症への偏見をなくし、認知症の方も地域で自分らしく暮らせるように

①認知症になりたくない、自分はならない

②認知症になると
　何も分からない、できなくなる
③認知症になると話せない
④認知症の人の意見を聞かない

⑤おかしな言動で周りが困る

⑥物事を周囲が決める、行動を制限する

⑦認知症になると支援される一方になる
⑧地域で暮らすのは無理
⑨認知症は恥ずかしい、隠すこと
⑩認知症は暗い、あきらめ、
　絶望的なイメージ

新しい認知症観へ

①認知症は誰もがなる可能性がある、
　お互いさまの心を持つ
②認知症になってもわかること、
　できることが豊富にある
③認知症になっても思いを話せる
④認知症の人の意見を聞く
⑤認知症の人が一番困っている、
　言動には本人なりの意味がある
⑥認知症の人が自分で決める
　（決められるように支援）、人権を尊重する
⑦認知症の人も支え手、地域で互いに支え合う
⑧いつまでも地域で自分らしく暮らす
⑨認知症になっても自分は自分
⑩認知症になっても明るく、あきらめず、
　希望を持てる

　認知症について正しく理解し、偏見をもたず、認知症の人
や家族を温かく見守る応援者として、認知症サポーターを
養成しています。

　地域住民の方だけでなく、市内の小・中学生や企業の
方々も受講され、認知症について考えたり、普段の生活や
仕事の中で学んだことを活かして見守りをしてもらったりし
ています。

　サロン活動や町内会等、団体向けに養成講座を実施して
います。ご希望の方は長寿福祉課まで
お問い合わせください。

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座

　認知症の人やその家族、地域住民、介護や福祉の専門職
など誰でも気軽に集える場所です。
　市内に24か所あり、活動内容は様々ですが、レクリエー
ションや参加者同士での情報交換など地域とのつながりの
場になっています。
　ご興味のある方は、
ぜひご参加ください。

オレンジ（認知症）カフェオレンジ（認知症）カフェ

▲松川地域認知症SOSネットワーク模擬訓練

　市内の一部地域では、認知症の方が道に迷っていたり、
行方不明になった時を想定して、地域のネットワークを活
かした「通報、連絡、捜索、発見・保護」の流れや実際の対応
方法等を学ぶ訓練が行われています。
　地域の見守り向上を目的に、地域住民や町内会、民生委
員、地域包括支援センター、警察等地域一丸となって協力
し合いながら実施しています。

認知症高齢者等見守り声掛け訓練認知症高齢者等見守り声掛け訓練

問い合わせ先

地域包括ケア推進室 
☎������������

長寿福祉課

認知症を自分ごととして捉えることが大切です認知症を自分ごととして捉えることが大切です

つなぐ
仕組み
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養成しています。

　地域住民の方だけでなく、市内の小・中学生や企業の
方々も受講され、認知症について考えたり、普段の生活や
仕事の中で学んだことを活かして見守りをしてもらったりし
ています。

　サロン活動や町内会等、団体向けに養成講座を実施して
います。ご希望の方は長寿福祉課まで
お問い合わせください。

認知症サポーター養成講座認知症サポーター養成講座

　認知症の人やその家族、地域住民、介護や福祉の専門職
など誰でも気軽に集える場所です。
　市内に24か所あり、活動内容は様々ですが、レクリエー
ションや参加者同士での情報交換など地域とのつながりの
場になっています。
　ご興味のある方は、
ぜひご参加ください。

オレンジ（認知症）カフェオレンジ（認知症）カフェ

▲松川地域認知症SOSネットワーク模擬訓練

　市内の一部地域では、認知症の方が道に迷っていたり、
行方不明になった時を想定して、地域のネットワークを活
かした「通報、連絡、捜索、発見・保護」の流れや実際の対応
方法等を学ぶ訓練が行われています。
　地域の見守り向上を目的に、地域住民や町内会、民生委
員、地域包括支援センター、警察等地域一丸となって協力
し合いながら実施しています。

認知症高齢者等見守り声掛け訓練認知症高齢者等見守り声掛け訓練

問い合わせ先

地域包括ケア推進室 
☎������������

長寿福祉課

認知症を自分ごととして捉えることが大切です認知症を自分ごととして捉えることが大切です

つなぐ
仕組み
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最期まで自分らしく暮らすために

支え合う暮らし…人と人とのつながりの中で暮らしていけるまち

地域包括ケアシステム地域包括ケアシステム
超高齢社会に向けてさらなる深化を目指します

令和7年

2月号

暮らしの中の支え合い活動写真集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 表紙
暮らしの中の豊かな支え合いを大発見 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2
いきいきももりん体操をはじめてみませんか？ ・・・・・・・・・・・・・・・9
チームオレンジ　 ～認知症の人も周囲の人も、安心して自分らしく
暮らし続けることができるまちを目指して～ ・・・・・・・・・・・・・・・ 10
最期まで自分らしく暮らすために ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12

編集・発行

福島市長寿福祉課　
地域包括ケア推進室

〒960-8601　
福島市五老内町 3-1
☎024-529-5064

地域包括ケアシステムは、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けることができるように、医療・介護などの
専門職から地域の住民一人ひとりまで様々な人たちが力を合わせて、地域が一体となり支え合う仕組みです。

あなたは、何を大切に、どこでどんな暮らしをしたいですか？
　福島市在宅医療・介護連携支援センター「在タッチ」では、市民の皆様一人ひとりが「これからの生き方」につい
て考え、最期まで自分らしく暮らすことができるよう、そのお手伝いとして3つのテーマをご用意し、ミニ出前講座を
実施しております。

講座を受け
た方の声

講義を聞い
て感じたこ

と※令和6年4～9月に受講した14団体
　237名の方のアンケート結果より

「 夫婦で聞きたかった」
「 今後の人生を
 振り返って考える機会が
 出来たと思う」

「 在宅医療についての
 大切さを学びましたし、
 家族とじっくりと
 話し合いたい」

「 もしバナゲームを
 やってみて、人生ノートの
 『もしもの時』のところから
 書いてみようと思った」

「 人生ノートに
 ついて地域に広め
 たいと思う」

その他 3％

二度と聞きたくない 0％縁起でもない。
聞きたくない 1％

気乗りしないで
参加したが、
聞いて役立てたい・
取り組みたい 15％

今後役立てる・
取り組みたい 76％

未記入 5％

受講者の82％が女性、18％が男性でした

福 島 市 在 宅 医 療・
介護連携支援センター「在タッチ」〒960-8002 福島市森合町10-1 福島市保健福祉センター3階

☎ �����������������������������

テーマ 講座でお伝えすること

1 わたしの人生ノート書き方講座

2 わかりやすい在宅医療のお話

3 もしバナゲーム体験講座

福島市が作成したエンディングノートの紹介と、書いてみようか
なと思えるような記入のコツのお話

知っておくことで「どう生きたいか」を考えるときに選択肢が広
がり、実際の時に役に立つお話

簡単なゲームをとおして、大切なことは何かに気がつく体験を
し、楽しく「もしものとき」の話をしてみます

令和6年度市民公開講座のお知らせ
【日時】 令和7年3月13日（木）14時～
【会場】 福島テルサ　FTホール

「最期まで自分らしく生きる」
～自分の意思を示すこと、延命治療のこと～

※詳しくは、市政だより2月号をご覧ください。

   ・5人以上のグループ
  ・会場を準備してください
 ・祝日を除く月～金曜日の10～15時の間
・所要時間は60~70分

出前講座について 無料

☆在タッチでは医療や介護に携わる専門職の方に在宅医療、
介護に関する情報提供・相談・調整を行っています。また、
市民のみなさまには講座や講演会を行っています

テーマ


